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安全データシート（SDS） 
 
1 化学品及び会社情報 

製品名 ：シリコシート AD クリア 
会社情報  

会社名 ：信越ポリマー株式会社 
担当部署 ：開発本部 技術開発部 
住所 ：〒367-0241 埼玉県児玉郡神川町大字元原字豊原 300-5 
電話番号 ：0495-88-0194 （児玉工場 技術開発部） 
Fax 番号 ：0495-77-1951 （児玉工場 技術開発部） 
緊急連絡先番号 ：0495-77-1280 （児玉工場 代表） 

推奨用途及び使用上の制限 ：ゴム加工品 保護・被覆用、一般工業用 
 
2 危険有害性の要約 

GHS 分類 
物理化学的危険性 ：危険有害性の分類に該当するという情報はありません。 

健康に対する有害性 ：危険有害性の分類に該当するという情報はありません。 

環境に対する有害性 ：危険有害性の分類に該当するという情報はありません。 
 

GHS ラベル要素 
絵表示 ： 

注意喚起語 ：危険有害性の分類に該当するという情報はありません。 

危険有害性情報 ：危険有害性の分類に該当するという情報はありません。 

  

3 組成及び成分情報 

化学物質・混合物の区別 ：成形品 （シリコーンゴムシート） 

 

GHS(世界調和システム) によれば危険有害性成分は含まれていない。  
※本品はアーティクル扱いのため、化審法等には該当致しません。 

 
4 応急措置 

吸入した場合 ：該当せず。 
皮膚に付着した場合 ：該当せず。 
眼に入った場合 ：該当せず。 
飲み込んだ場合 ：口をすすぐこと。直ちに医師の手当てを受けること。 
応急措置をする者の保護 ：医療スタッフに物質が何であるかを伝え、自身の保護措置にも気をつ 

けさせる。 
医師に対する特別な注意事項 ：症状に応じて処置すること。 

 
5 火災時の措置 

適切な消火剤 ：散水。泡消火剤。粉末消火剤。二酸化炭素(CO2)。 
使ってはならない消火剤 ：知見なし。 
火災時の特有の危険有害性 ：加熱および火災により有害な蒸気／ガスが生成されることがある。 
特有の消火方法 ：もし危険を冒さずにできる場合は、火災区域から容器を移動させる。 
消火を行う者の保護 ：消防士は、防火衣、ヘルメット、手袋、ゴムブーツを含む標準的な防 

護衣、自給式呼吸器（SCBA）を着用する。 
 

6 漏出時の措置 

人体に対する注意事項、保護具 
及び緊急時措置 

：適切な保護具を着用する。 
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環境に関する注意事項 ：特になし。 
封じ込め及び浄化の方法 
及び機材 

：全ての着火源を取り除く。回収や廃棄のために拾い集める。 
 元の容器に回収して再使用することは、絶対に避けること。 

  
7 取扱い及び保管上の注意 

取扱い  
技術的対策（局所排気、全体換

気等） 
：適切な換気を行う。 

安全取扱い注意事項 ：取扱い／保管は慎重に行うこと。 
接触回避 ：『１０．安定性及び反応性』を参照。 
適切な衛生対策 ：休憩前や製品取扱い直後には手を洗う。適切な産業衛生及び安全 

対策のもとに取り扱う。 
保管  

安全な保管条件 ：容器を密閉しておくこと。直射日光が入らない、涼しく乾燥した場所 
に貯蔵すること。 

安全な容器包装材料 ：元の容器で保管する。 

 
8 暴露防止及び保護措置 

許容濃度（暴露限界値）および管理

濃度 
：含有成分に関して暴露限界は設定されていない。 

保護具 
 呼吸器の保護具 

 手の保護具 

 目の保護具 

 皮膚及び身体の保護具 

 
：通常、呼吸用保護具は必要ない。 
：保護手袋を着用すること。 
：通常は必要ない。 
：特別の保護具は必要ない。 

  
9 物理的及び化学的性質 

外観 
（物理化学的状態、形状、色など） 

：固体。 
：半透明。 

臭い ：無臭。 
融点・凝固点 ：該当せず。 
沸点、初留点及び沸騰範囲 ：該当せず。 
爆発下限界(LEL)／可燃限界（下

限） 
：該当せず。 

爆発上限界(UEL)／可燃限界（上

限） 
：該当せず。 

引火点 ：該当せず。 
自然発火点 ：データなし。 
分解温度 ：データなし。 
ｐH ：データなし。 
動粘性率又は粘度 ：該当せず。 
溶解性（水） ：不溶。 
n-オクタノール／水分配係数（log
値） 

：該当せず。 

蒸気圧 ：該当せず。 
蒸気密度又は相対ガス密度 ：該当せず。 
蒸発速度 ：該当せず（酢酸ブチル＝1.0）。 
密度及び／又は相対密度 ：1.11（25℃）。 
分子量 ：該当せず。 
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10 安定性及び反応性 

反応性 ：通常の使用、保管、輸送条件下で起こる既知の危険な反応はない。 

化学的安定性 ：通常の条件では安定。 

危険有害反応可能性 ：危険な重合は起こらない。 
避けるべき条件 ：特になし。 
混触危険物質 ：強酸化剤。 

危険有害性分解生成物 ：加熱又は燃焼により下記の分解生成物を発生する可能性がある。 
一酸化炭素、二酸化炭素等の酸化炭素類、不完全燃焼により生成

する微量の炭素化合物。二酸化珪素。ホルムアルデヒド。 

 
11 有害性情報 

急性毒性 ：知見なし。 

  

12 環境影響情報 

生態毒性 ：知見なし。 

 

13 廃棄上の注意 

地域の廃棄規則 ：埋没処理又は焼却処理。焼却の際は、シリカの微粉が生成致します 
ので適切な設備での焼却をお願い致します。また、必要に応じて防塵 
マスク等の保護具の着用をお願い致します。 
廃棄物処理法の許可を受けた業者に処理を委託する。内容物／容

器を地域／地方／国／国際規則に従って処理すること。 
 
14 輸送上の注意 

国際規制 
 IATA 
 IMDG 
 MARPOL73/78 条約の付属書Ⅱ

及び IBC コードによるバルク輸

送 

 
：危険物には該当しない。 
：危険物には該当しない。 
：本製品はばら積み輸送用ではありません。 

国内規制 ：国内輸送については 15 章の規制に従うこと。 

 
15 適用法令 

労働安全衛生法 
  特化則 
    第一類物質 
    第二類物質 
    第三類物質 
  有機則 
    第一種有機溶剤 
    第二種有機溶剤 
    第三種有機溶剤 
  通知対象物 
  表示対象物 

 
 
：該当せず。 
：該当せず。 
：該当せず。 
 
：該当せず。 
：該当せず。 
：該当せず。 
：該当せず。 
：該当せず。 

毒物及び劇物取締法 
  特定毒物 
  毒物 
  劇物 

 
：該当せず。 
：該当せず。 
：該当せず。 
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化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 
  第一種特定化学物質 
  第二種特定化学物質 
  監視化学物質 
  優先評価化学物質 

：該当せず。 
：該当せず。 
：該当せず。 
：該当せず。 

化学物質排出把握管理促進法 
 改正化学物質移出悪管理促進法 
  特定第一種指定化学物質 
    （管理番号、物質名、含量） 
  第一種指定化学物質 
    （管理番号、物質名、含量） 
  第二種指定化学物質 
    （管理番号、物質名、含量） 

：該当せず。 
 
：該当せず。 
 
：該当せず。 
 

消防法 ：非危険物。 

船舶安全法・危規則 ：該当せず。 

航空法・施行規則 ：該当せず 

火薬類取締法 ：該当せず。 

高圧ガス保安法 ：該当せず。 

海洋汚染防止法 ：該当せず。 
 
16 その他の情報 

 

引用文献 HSDB® - Hazardous Substances Data Bank 
IARC 発がん性評価モノグラフ 
National Toxicology Program (NTP) Report on Carcinogens 
ACGIH Documentation of the Threshold Limit Values and Biological 
Exposure Indices 
日本産業衛生学会、許容濃度等の勧告 
JIS Z 7252: 2014 GHS に基づく化学品の分類方法 
JIS Z 7253: 2012 GHS に基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法－ラベ

ル、作業場内の表示及び安全データシート(SDS) 
日本化学工業協会 GHS 対応ガイドライン、2012 年 6 月 

注意： 
・この安全データシートは、日本工業規格 JIS Z 7253:2012 に沿って作成いたしました。本記載内容は

代表値であり、規格、及び保証値を示すものではありません。 
・記載内容は現時点で当社が入手した資料、情報、データに基づいて作成しておりますが、含有量、物 
理化学的性質、危険・有害性等に関しては、新しい知見により改訂されることがあり、記載内容は情報 
提供であって、その数値や安全を保証するものではありません。 

・本ＳＤＳは本製品単品での安全情報の提供を目的にしておりますので、使用者の責任において取り扱 
って下さい。 

・本製品は、一般工業用途向けに開発、製造されたものです。食品、医療、航空宇宙分野等、特殊な用 
途にご使用の場合は、貴社にてその用途での安全性を、十分ご確認の上でご使用ください。 


